
期
日

被
害
状
況
並
び
に
関
係
事
項

昭
和
二
一
年
九
月
一
○
日
水
海
道
市
菅
生
地
区
及
び
守
谷
町
大
木
地

区
に
入
植

昭
和
二
二
年
九
月
一
五
日
カ
サ
リ
ン
台
風
来
襲

暴
風
雨
の
た
め
増
水
し
全
耕
地
は
丈
余

の
水
中
に
没
す
る
。

大
木
地
区
か
ら
菅
生
地
区
に
夜
半
ま
で

か
か
り
非
難
す
る
。

昭
和
二
三
年
六
月
二
一
日
梅
雨
期
の
集
中
豪
雨

一
九
日
、
二
十
日
の
降
雨
に
よ
り
利
根

川
が
増
水
し
全
耕
地
は
冠
水
農
作
物
は

全
滅
す
る
。

九
月
一
六
日
ア
イ
オ
ン
台
風
来
襲

昨
日
の
台
風
雨
で
利
根
川
鬼
怒
川
が
氾

濫
。
菅
生
沼
の
農
作
物
は
全
滅
流
作
地

区
の
共
同
宿
舎
も
被
害
あ
り
、
全
員
菅

生
地
区
に
避
難
す
る
。

昭
和
二
四
年
九
月
一
日
キ
テ
ィ
台
風
来
襲

利
根
川
鬼
怒
川
の
両
河
川
が
増
水
氾
濫

し
作
物
は
全
滅
。

流
作
地
区
の
全
員
が
菅
生
地
区
に
避
難

す
る
。

大
八
洲
開
拓
（
流
作
地
区
）
入
植
以
来
の
水
害
の
記
録

再
度
冠
水
す
る
。

昭
和
二
五
年
八
月
三
日
集
中
豪
雨

利
根
川
鬼
怒
川
の
両
河
川
が
増
水
氾
濫

に
よ
り
全
耕
地
が
冠
水
、
農
作
物
は
全

滅
す
る
。
流
作
地
区
の
宿
全
景
）
浸
水
す
る
。

昭
和
二
六
年
七
月
一
七
日
集
中
豪
雨

梅
雨
末
期
の
降
雨
に
よ
り
河
川
が
氾
濫

し
田
畑
は
冠
水
す
る
。

昭
和
二
八
年
六
月
七
日
台
風
余
波
に
よ
る
豪
雨

河
川
の
増
水
氾
濫
に
よ
り
田
畑
の
冠
水

被
害
あ
り
。

六
月
九
日
連
日
の
降
雨

春
以
来
の
冠
水
に
よ
り
水
稲
枯
死
、
二

回
の
改
植
を
す
る
が
共
に
全
滅
。

昭
和
三
○
年
菅
生
沼
囲
繧
堤
防
工
事
完
了
（
利
根
川
に

溢
流
提
を
建
造
し
た
た
め
遊
水
池
と
な

る
）

昭
和
三
三
年
九
月
一
八
日
二
二
号
台
風
来
襲

利
根
川
の
増
水
が
溢
流
提
を
越
え
、
地

区
内
に
氾
濫
し
冠
水
被
害
。

昭
和
三
四
年
八
月
一
四
日
七
号
台
風
来
襲

利
根
川
の
急
激
な
増
水
で
溢
流
提
が
決

九
月
二
四
日
集
中
豪
雨

利
根
川
の
増
水
氾
濫
に
よ
り
耕
作
地
は

－123－



昭
和
四
九
年
九
月
二
日

昭
和
四
七
年
九
月
一
七
日

昭
和
四
一
年
十
二
月

昭
和
四
一
年
九
月
二
四
日

昭
和
三
五
年
六
月
一
日

八
月
二
五
日

十
月
一
日

壊
す
る
。

地
区
内
は
一
面
の
泥
海
と
化
し
住
宅
も

二
階
ま
で
浸
水
。

農
畜
舎
及
び
そ
の
他
建
物
は
全
半
壊
の

被
害
と
な
る
。

流
作
地
区
の
嵩
上
げ
工
事
着
工

利
根
川
溢
流
提
復
旧
工
事
が
完
了

流
作
地
区
の
宅
地
の
嵩
上
げ
工
事
を
完
了

す
る宅
地
部
分
平
均
三
メ
ー
ト
ル
の
土
盛
り

工
事
完
了
。

災
害
住
宅
補
助
を
受
け
被
害
建
物
の
建

て
替
え
基
礎
工
事
に
掛
る
。

台
風
二
六
号
の
余
波

利
根
川
鬼
怒
川
共
に
増
水
、
堤
内
は
危

う
く
難
を
免
れ
た
。

建
設
省
は
菅
生
沼
及
び
木
野
崎
柳
耕
地
を

河
川
法
に
よ
り
河
川
区
域
内
土
地
に
指
定

二
○
号
台
風
来
襲

溢
流
堤
よ
り
溢
流
、
地
区
内
低
地
帯
の

水
稲
に
冠
水
し
収
穫
は
得
ら
れ
ず
。

一
六
号
台
風
来
襲

利
根
川
鬼
怒
川
共
に
増
水
、
堤
内
浸
水

は
免
れ
た
。

昭
和
五
六
年
八
月
二
三
日
一
五
号
台
風
来
襲

溢
流
堤
よ
り
浸
水
、
低
地
帯
の
水
稲
畑

作
物
は
冠
水
の
た
め
収
穫
皆
無
と
な
る
。

昭
和
五
七
年
八
月
二
日
一
○
号
台
風
来
襲

溢
流
堤
よ
り
浸
水
、
全
地
区
内
の
作
物

は
冠
水
被
害
。

流
作
地
区
の
牛
舎
の
殆
ど
が
浸
水
す

ブ
句
一
○

九
月
一
三
日
一
八
号
台
風
来
襲

再
度
の
冠
水
に
よ
り
地
区
内
農
作
物
は

収
穫
は
皆
無
と
な
る
。

地
区
内
全
戸
の
牛
舎
が
浸
水
、
屋
根
裏

ま
で
浸
水
牛
舎
多
数
あ
り
。

住
宅
床
上
浸
水
六
戸
、
床
下
浸
水
二

一
戸
。

老
人
及
び
婦
女
子
は
他
地
区
の
組
合
員

宅
に
非
難
す
る
。

平
成
三
年
八
月
二
一
日
一
二
号
台
風
来
襲

利
根
川
鬼
怒
川
共
に
増
水
、
堤
内
は
危

う
く
難
を
免
れ
た
。
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昭和57年10号および18号台風による被害

堤防に避難した牛群（右側）鬼怒川（左側）冠水

侭

8月2日夕刻溢流堤をこえて水が流作方向に流れ込む
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畜舎及び放牧場の浸水（13日撮影）

↓
□
《
■
■

蕊

ゞ
＃
△

芭

一水田一面に流れ込んだ残骸の後始末 L』

司
室
《

一
』
一
｝
由
■
一

塞
睡

"墨卜濡､Z ＝

畦

浸水と同時に流木等が流れ込む
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